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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリウレタン系弾性繊維のみを使用した丸編地であって、ポリウレタン系弾性繊維の繊
度が１１ｄｔｅｘ以上であり、丸編地の２００％伸長時の応力が１００～１０００ｃＮで
あり、上記の丸編地の編組織が複数の給糸口からそれぞれ供給される編糸によりニットさ
れる両面編の編組織であって、ダイアル針でニットされる編糸とシリンダー針でニットさ
れる編糸とが交互に存在し、かつ、上記の編糸の１つ以上が、ダイアル針のみでニットさ
れる編糸と、シリンダー針のみでニットされる編糸との少なくともいずれかである、モッ
クミラノリブ組織、モックロディー組織、モックロイヤルインターロック組織、クロスミ
スインターロック組織、ポンチローマ組織、変形ポンチ組織又はウェルトリップル組織の
中のいずれかの編組織からなることを特徴とする、ポリウレタン系弾性繊維からなる丸編
地。
【請求項２】
　ＪＩＳ　Ｌ　１０１８に規定の、Ｇ法(家庭用電気洗濯機法)による処理方法で測定した
寸法変化率が、ウェール方向及びコース方向ともに－２％以上、＋２％以下であることを
特徴とする、請求項１に記載のポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地。
【請求項３】
　ポリウレタン系弾性繊維がポリマージオールとジイソシアネートとの反応で得られたポ
リウレタンからなることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のポリウレタン系弾
性繊維からなる丸編地。
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【請求項４】
　上記のポリウレタン系弾性繊維が、スルホン酸基を含む重合体を含有することを特徴と
する請求項３に記載のポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地。
【請求項５】
　上記の請求項１から４のいずれかに記載のポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地を用
いたことを特徴とする、伸縮性衣料。
【請求項６】
　上記の請求項１から４のいずれかに記載のポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地を用
いたことを特徴とする、伸縮性衣料資材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地とその製造方法及びその丸編地を用い
た伸縮性衣料と伸縮性衣料資材に関し、さらに詳しくは、優れた伸縮性と寸法安定性を備
え、肌へのフィット性を有するうえ、繰り返し着用しても編地の歪み発生を充分に抑制で
き、更にヒケやランの発生を防止した、ポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地とその製
造方法、及びその丸編地を用いた伸縮性衣料と伸縮性衣料資材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリウレタン系弾性繊維は、その優れた伸縮特性からレッグウエア、インナーウエア、
スポーツウエア、水着などの伸縮性衣料用途や、産業資材用途に幅広く使用されている。
このような弾性繊維は、一般的に様々な素材に混用して用いられ、例えばポリアミド系繊
維、ポリエステル系繊維やアクリル系繊維などの合成繊維だけでなく、綿、ウール、レー
ヨンといった天然繊維や半合成繊維とも組み合わされ、最近ますます広範に使用されてい
る。しかも近年では、更に身体にフィットして動きやすく、快適性を追求する衣料が望ま
れており、これら弾性繊維を用いた衣料においても種々の技術的改良が提案されている。
【０００３】
　例えば、合成繊維などの非弾性繊維とポリウレタン系弾性繊維とをプレーティング編等
で組み合わせて用いることにより、伸長性と伸長回復性、フィット性に優れる丸編地が提
案されており、使用される弾性繊維は、ポリエステル繊維などの非弾性繊維と混繊したも
のや、周囲に非弾性繊維を捲回したカバーリング糸のほか、ベア糸(裸糸)も好ましく用い
られている(例えば、特許文献１、２参照、以下、従来技術１という。)。
【０００４】
　また、約８０％のアクリル繊維の糸条と約２０％のポリウレタン系弾性繊維の糸条とを
交編させることにより、寸法安定性がよく、ストレッチ性に優れる水着用編地が提案され
ている(例えば、特許文献３参照、以下、従来技術２という。)。
【０００５】
　しかしながら、上記の従来技術１では、伸長性が一定面積における編地のループ数（コ
ース数とウェール数の掛け算）、即ち編地密度により決まることから、伸長性には限界が
あった。また非弾性繊維を含むことから、繰り返し着用による編地の歪みが徐々に増大す
るため、フィット性の低下を避けることが困難であった。
【０００６】
　また上記の従来技術２では、染色処理など各種の処理で上記の非弾性繊維が収縮して皺
を生じ易く、このため、この非弾性繊維とともにポリウレタン系弾性繊維を、例えば１９
５℃等の高温で熱セットして寸法安定性を向上させていた。この結果、ポリウレタン系弾
性繊維のパワーロスを避けることは困難であり、伸長性を高く維持することが容易でない
問題があった。
　さらに、いずれの従来技術の場合も、ポリウレタン系弾性繊維の混率を高くすると、こ
の伸縮性の高いポリウレタン系弾性繊維が編目から引き出された場合、この編糸が飛び出
した状態に維持される、いわゆる「ヒケ」現象を発生したり、ポリウレタン系弾性繊維の
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編糸が切断されると次々に編目が解ける、いわゆる「ラン」現象を発生する虞があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－１７４０９９号公報
【特許文献２】特開２００６－３２８５６７号公報
【特許文献３】特開２００５－１２０５２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の技術的課題は上記の問題点を解消し、優れた伸縮性と寸法安定性、肌へのフィ
ット性を有する丸編地であって、繰り返し着用しても編地の歪み発生を充分に抑制でき、
更にヒケやランを発生させない丸編地とその製造方法、及びその丸編地を用いた伸縮性衣
料と伸縮性衣料資材を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は上記の課題を解決するために、次のように構成したものである。
　即ち本発明１はポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地に関し、ポリウレタン系弾性繊
維のみを使用した丸編地であって、ポリウレタン系弾性繊維の繊度が１１ｄｔｅｘ以上で
あり、丸編地の２００％伸長時の応力が１００～１０００ｃＮであることを特徴とする。
【００１０】
　また本発明２はポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地の製造方法に関し、編成条件と
して給糸張力が１～１０ｇであり、１０ゲージ以上のダブル丸編機を用いて、ポリウレタ
ン系弾性繊維からなる糸条のみを編成することを特徴とする。
【００１１】
　また本発明３は伸縮性衣料であって、上記の本発明１のポリウレタン系弾性繊維からな
る丸編地を用いたことを特徴とする。
【００１２】
　さらに本発明４は伸縮性衣料であって、上記の本発明２の製造方法により製造されたポ
リウレタン系弾性繊維からなる丸編地を用いたことを特徴とする。
【００１３】
　また本発明５は伸縮性衣料資材であって、上記の本発明１のポリウレタン系弾性繊維か
らなる丸編地を用いたことを特徴とする。
【００１４】
　さらに本発明６は伸縮性衣料資材であって、上記の本発明２の製造方法により製造され
たポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地を用いたことを特徴とする。
【００１５】
　上記の丸編地は、ポリウレタン系弾性繊維のみからなるので、優れた伸縮性を備えてお
り、繰り返し着用しても歪みや型崩れの発生がなく寸法安定性に優れており、良好な伸縮
性がいつまでも十分に維持されている。また、２００％伸長時の応力が１００～１０００
ｃＮに設定してあるので、身体を過剰に拘束することがなく、しかも肌へのフィット性が
良好である。
【００１６】
　上記のポリウレタン系弾性繊維の繊度は、１１ｄｔｅｘ以上であればよいが、２２～３
１０ｄｔｅｘであると好ましく、３３～１５６ｄｔｅｘであるとより好ましい。
　上記の２００％伸長時の応力は、ポリウレタン系弾性繊維の繊度や編地密度のほか、編
目構造によっても異なり特定の値に限定されないが、この２００％伸長時の応力が１００
ｃＮよりも小さいと、この丸編地を用いた衣料を装着した際の締め付け感が低下してフィ
ット感が得られず、１０００ｃＮよりも大きいと、装着時に身体の動きを拘束してしまう
ので好ましくない。従って、上記の２００％伸長時の応力は、１００～１０００ｃＮに設
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定され、より好ましくは１００～６００ｃＮに設定される。
【００１７】
　上記の丸編地は寸法安定性に優れており、繰り返し着用したときの編地の弛みを防ぐこ
とができるが、ポリウレタン系弾性繊維は染色処理などによる収縮や皺の発生が抑制され
ており、この点からも寸法安定性に優れている。即ち、上記の丸編地は、ＪＩＳ　Ｌ　１
０１８に規定の、Ｇ法(家庭用電気洗濯機法)による処理方法で測定した寸法変化率が、ウ
ェール方向及びコース方向ともに－２％以上、＋２％以下であると、一層優れた寸法安定
性を発揮できるので好ましく、上記の寸法変化率が－１％以上、＋１％以下であるとより
好ましい。
【００１８】
　上記の丸編地は、特定の編組織に限定されないが、複数の給糸口からそれぞれ供給され
る編糸により両面編にニットされる編組織であって、上記の編糸の１つ以上が、ダイアル
針のみでニットされる編糸と、シリンダー針のみでニットされる編糸との少なくともいず
れかであると、編糸同士が互いに拘束されやすく、ポリウレタン系弾性繊維のみを用いた
丸編地でありながら、いわゆる「ヒケ」や「ラン」の発生が良好に低減されるので好まし
い。
【００１９】
　上記のポリウレタン系弾性繊維は、特定の成分のものに限定されないが、編地がポリウ
レタン系弾性繊維のみで構成されることから、このポリウレタン系弾性繊維を、ポリマー
ジオールとジイソシアネートとの反応で得られたポリウレタンからなる場合は、染色処理
など各種処理に対する繊維の脆化を抑制できるので、編地全体の耐久性を高めることがで
きて好ましい。
【００２０】
　上記のポリウレタン系弾性繊維は、ポリウレタンの組成に適した任意の染料を用いて染
色でき、編成前の編糸と、編成後の編地とのいずれか又は両方を染色してもよい。例えば
上記のポリウレタンがポリマージオールとジイソシアネートとの反応で得られた場合は、
酸性染料やカチオン染料を用いることができ、特にこのポリウレタン系弾性繊維がスルホ
ン酸基を含む重合体を含有する場合は、カチオン染料で染色すると優れた堅牢度を発揮で
きて好ましい。
【００２１】
　上記の丸編地の編成は、特定の丸編機や特定のポリウレタン系弾性繊維を用いるものに
限定されないが、上記の本発明２により編成した場合には、上記の２００％伸長時の所定
の応力を備え、優れた伸縮性と寸法安定性とフィット性を有する丸編地を容易に編成でき
て好ましい。
【００２２】
　ここで、上記の給糸張力は１～１０ｇに設定されているので、上記のポリウレタン系弾
性繊維を破断することなく給糸して、所定の伸縮性や寸法安定性などを備えた丸編地を良
好に編成できる。なお、この給糸張力は、ポリウレタン系弾性繊維の繊度等によっても異
なるが、２～５ｇに設定されるとより好ましい。
　また上記のゲージ数(即ち、針床１インチ間の針本数)は、１０ゲージ以上であればよい
が、針本数が多いほど編地密度が高く、確りとしたフィット性が得られるので、ポリウレ
タン系弾性繊維の繊度等によっても異なるが、２２ゲージ以上であるとより好ましい。
　なお上記の丸編機の口径は、特定の寸法に限定されないが、２０インチ以上であると効
率良く丸編地を編成できて好ましく、３３インチ以上であるとさらに好ましい。
【００２３】
　また上記の本発明２により編成する場合、複数の給糸口からそれぞれ供給される編糸の
うちの１つ以上を、ダイアル針のみでニットされる編糸と、シリンダー針のみでニットさ
れる編糸との少なくともいずれかである編糸に容易にすることができ、いわゆる「ヒケ」
現象や「ラン」現象の発生を防止した丸編地を編成できて好ましい。
【００２４】
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　上記の本発明１の丸編地や本発明２により製造された丸編地は、伸縮性、寸法安定性及
び肌へのフィット性に優れるので、これらが要求される任意の用途に使用でき、特にレッ
グウエア、インナーウエア、スポーツウエア、水着など各種の伸縮性衣料や、滑り止めテ
ープ、ウエストバント、下着用テープなど各種の伸縮性衣料資材に、単独で若しくは他の
織物や編物と組み合わせて好適に用いられる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明のポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地その製造方法、及びその丸編地を用い
た伸縮性衣料と伸縮性衣料資材は、上記のように構成され作用することから、次の効果を
奏する。
【００２６】
　(１)上記の丸編地は、ポリウレタン系弾性繊維のみからなるので、優れた伸縮性を備え
ており、繰り返し着用しても歪みや型崩れの発生がなく寸法安定性に優れており、良好な
伸縮性がいつまでも十分に維持されている。また、２００％伸長時の応力が１００～１０
００ｃＮに設定してあるので、肌へのフィット性が良好である。
　(２)特に、上記の丸編地の編組織が複数の給糸口からそれぞれ供給される編糸により両
面編に編成された編組織であって、上記の編糸の１つ以上が、ダイアル針のみでニットさ
れる編糸と、シリンダー針のみでニットされる編糸との少なくともいずれかである場合に
は、いわゆる「ヒケ」や「ラン」の発生を良好に低減することができる。
　(３)上記の丸編地を用いた伸縮性衣料は、その丸編地が優れた伸縮性と寸法安定性、肌
へのフィット性を有することから、伸縮による生地の弛みが非常に小さく、着用時の過度
なストレスを感じない締め付けとともに、身体の動きに高速で追従することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】実施例１の丸編地の編方図である。
【図２】実施例２の丸編地の編方図である。
【図３】実施例３の丸編地の編方図である。
【図４】染色の堅牢度を測定した結果を示す対比表である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき説明する。
　本発明のポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地は、ポリウレタン系弾性繊維のみを使
用した丸編地である。このポリウレタン系弾性繊維の繊度は、１１ｄｔｅｘ以上が用いら
れる。好ましくは２２～３１０ｄｔｅｘがよく、３３～１５６ｄｔｅｘがより好ましい。
【００２９】
　上記のポリウレタン系弾性繊維のみを使用した丸編地は、２００％伸長時の応力が１０
０～１０００ｃＮに設定され、６００ｃＮ以下に設定されるとより好ましい。２００％伸
長時の応力が１００ｃＮ以下では、締め付け感が低下してしまい、１０００ｃＮ以上では
身体の動きを拘束してしまうので好ましくない。
【００３０】
　ポリウレタン系弾性繊維のみを使用した丸編地は寸法安定性に優れており、繰り返し着
用したときの編地の弛みを防ぐことができる。またこの丸編地は、ＪＩＳ　Ｌ　１０１８
に規定のＧ法（家庭用電気洗濯法）による処理方法で測定した寸法変化率が、ウェール方
向及びコース方向ともに－２％以上、＋２％以下であると、一層優れた寸法安定性を発揮
できて好ましく、－１％以上、＋１％以下であることがより好ましい。
【００３１】
　上記の丸編地の編組織は、複数の給糸口からそれぞれ供給される編糸によりニットされ
る両面編であればよく、例えば図３に示すスムース(通称インターロック)組織のように、
第１給糸口(F1)と第２給糸口(F2)からそれぞれ供給される各編糸(11・12)が、ダイアル針
(Ｄ)とシリンダー針(Ｃ)とで交互にニットされる編組織であってもよい。
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　しかし、上記の丸編地の編組織は、例えば図１や図２に示すように、上記の編糸の１つ
以上が、ダイアル針のみでニットされる編糸と、シリンダー針のみでニットされる編糸と
の少なくともいずれかである、編組織であると、いわゆる「ヒケ」や「ラン」の発生が良
好に低減されて好ましい。
【００３２】
　このような編組織としては、具体的には、例えば図１に示すモックミラノリブ(通称ポ
ンチ)組織や、図２に示すモックロディー(通称ピケット)組織をはじめ、モックロイヤル
インターロック、クロスミスインターロック、ポンチローマ、変形ポンチ、ウエルトリッ
プルなどの編組織を挙げることができる。
　即ち、図１に示すモックミラノリブ組織では、４つの給糸口(F1～F4)からそれぞれ編糸
(11～14)を供給しており、第１給糸口(F1)と第２給糸口(F2)から供給される編糸(11・12)
はダイアル針(Ｄ)とシリンダー針(Ｃ)とで交互にニットされるが、第３給糸口(F3)から供
給される編糸(13)はダイアル針(Ｄ)でのみニットされ、第４給糸口(F4)から供給される編
糸(14)はシリンダー針(Ｃ)でのみニットされる。また図２に示すモックロディー組織では
、６つの給糸口(F1～F6)からそれぞれ編糸(11～16)を供給しており、第１給糸口(F1)と第
４給糸口(F4)から供給される編糸(11・14)はダイアル針(Ｄ)とシリンダー針(Ｃ)とで交互
にニットされるが、第２給糸口(F2)と第５給糸口(F5)から供給される編糸(12・15)はシリ
ンダー針(Ｃ)でのみニットされ、第３給糸口(F3)と第６給糸口(F6)から供給される編糸(1
3・16)はダイアル針(Ｄ)でのみニットされている。
【００３３】
　上記のポリウレタン系弾性繊維は、主構成成分がポリマージオールとジイソシアネート
との反応でえられるポリウレタンであれば任意のものであってよく、特に限定されるもの
ではない。また、その合成法も特に限定されるものではない。
【００３４】
　上記のポリマージオールとしては、ポリエーテル系グリコール、ポリエステル系グリコ
ール、ポリカーボネートジオール等が好ましい。そして、特に柔軟性や伸度を糸に付与す
る観点から、ポリエーテル系グリコールが使用されることが好ましい。
【００３５】
　上記のポリエーテル系ジオール化合物としては、具体的には、ポリエチレングリコール
、変性ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリトリメチレンエーテル
グリコール、ポリテトラメチレンエーテルグリコール(以下、ＰＴＭＧと略す)、テトラヒ
ドロフラン(以下、ＴＨＦと略す)および３－メチル－ＴＨＦの共重合体である変性ＰＴＭ
Ｇ、ＴＨＦおよび２，３－ジメチル－ＴＨＦの共重合体である変性ＰＴＭＧ、ＴＨＦ及び
ネオペンチルグリコールの共重合体である変性ＰＴＭＧ、ＴＨＦとエチレンオキサイド及
び／又はプロピレンオキサイドが不規則に配列したランダム共重合体等が挙げられる。こ
れらポリエーテル系グリコール類の１種を使用してもよいし、また２種以上混合もしくは
共重合して使用してもよい。その中でもＰＴＭＧまたは変性ＰＴＭＧが好ましい。
【００３６】
　上記のジイソシアネートとしては、ジフェニルメタンジイソシアネート(以下、ＭＤＩ
と略す)、トリレンジイソシアネート、１，４－ジイソシアネートベンゼン、キシリレン
ジイソシアネート、２，６－ナフタレンジイソシアネートなどの芳香族ジイソシアネート
が、特に耐熱性や強度の高いポリウレタンを合成するのに好適である。さらに脂環族ジイ
ソシアネートとして、例えば、メチレンビス(シクロヘキシルイソシアネート)、イソホロ
ンジイソシアネート、メチルシクロヘキサン－２，４－ジイソシアネート、メチルシクロ
ヘキサン－２，６－ジイソシアネート、シクロヘキサン－１，４－ジイソシアネート、ヘ
キサヒドロキシリレンジイソシアネート、ヘキサヒドロトリレンジイソシアネート、オク
タヒドロ－１，５－ナフタレンジイソシアネートなどが好ましい。また脂肪族ジイソシア
ネートは、特にポリウレタン糸の黄変を抑制する際に有効に使用できる。そして、これら
のジイソシアネートは単独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００３７】
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　上記のポリウレタン弾性糸は、スルホン酸基を含む重合体を含有することがより好まし
い。このスルホン酸基を含む重合体は、スルホン酸基を有する化合物をモノマーとして重
合した化合物であれば特に制限はなく、モノマーとしてスルホン酸基を有する化合物のみ
を用いてもよく、その他のモノマーを含む共重合体でもよい。なお、高耐薬品性、高強伸
度のポリウレタン糸を得る観点から、スルホン酸基を有するモノマーの含有モル濃度は５
モル％以上が好ましい。
【００３８】
　上記のスルホン酸基を含む重合体としては、例えば、ベンゼンスルホン酸のホルムアル
デヒド縮重合体、フェノールスルホン酸のホルムアルデヒド縮重合体、フェノールスルホ
ン酸とクレゾールのホルムアルデヒド縮重合体、エチレンスルホン酸とスチレンの付加重
合体、プロピレンスルホン酸とスチレンの付加重合体、スチレンスルホン酸とスチレンの
付加重合体、ベンゼンスルホン酸とジビニルベンゼンの付加重合体、フェノールスルホン
酸とジビニルベンゼンの付加重合体、ベンゼンスルホン酸とジビニルベンゼンスルホン酸
の付加重合体、フェノールスルホン酸とジビニルベンゼンスルホン酸の付加重合体、ベン
ゼンスルホン酸とジビニルスルホンの付加重合体、フェノールスルホン酸とジビニルスル
ホンの付加重合体、ベンゼンスルホン酸と４，２’－ジヒドロキシジフェニルスルホンの
ホルムアルデヒド縮重合体、フェノールスルホン酸と４，２’－ジヒドロキシジフェニル
スルホンのホルムアルデヒド縮重合体、ベンゼンスルホン酸と４，４’－ジヒドロキシジ
フェニルスルホンのホルムアルデヒド縮重合体、フェノールスルホン酸と４，４’－ジヒ
ドロキシジフェニルスルホンのホルムアルデヒド縮重合体なども挙げられる。
【００３９】
　なお、上記のポリウレタン系弾性繊維には、耐光剤や酸化防止剤などの、各種安定剤や
顔料などが含有されていてもよい。
【００４０】
　上記のポリウレタン系弾性繊維のみを使用した丸編地を編成する編機は、両面編が編成
できるダブル丸編機であれば、特に制限されるものではなく、例えば口径が２０インチ以
上の、より好ましくは３３インチ以上のダブル丸編機が用いられる。この場合、編成条件
として、給糸張力が１～１０ｇ、より好ましくは２～５ｇに設定され、１０ゲージ以上で
、より好ましくは２２ゲージ以上で編成される。
【００４１】
　上記のポリウレタン系弾性繊維や、これを使用した丸編地は、酸性染料またはカチオン
染料を用いて染色される。これらの染料は、特定のものに限定されないが、染色堅牢度の
高いものが好ましい。
　具体的には、酸性染料としては、市販の酸性染料であればいずれでもよく、レベリング
型、ハーフミリング型、ミリング型、含金属型のいずれであってもよい。例えばナイロサ
ンＥシリーズ、ナイロサンＮシリーズ、ナイロサンＳシリーズ、ナイロサンＦシリーズ、
ラナシンＦシリーズ、ラナシンＭシリーズ（以上、クラリアント社製）、テクチロン、エ
リオニル、ポーラ、ラナクロンＳ、イルガラン、ラナセット、ラナセットＰＡ（以上、ハ
ンツマン社製）、カヤノール、カヤノールミリング（以上、日本化薬株式会社製）などを
挙げることができる。
　また、カチオン染料としては、市販のカチオン染料であればいずれでもよく、レギュラ
ー・タイプ（通称：生カチオン）、分散タイプのいずれであってもよい。例えばカヤクリ
ル、カヤクリルＥＤ（以上、日本化薬株式会社製）、ニチロン（日成化成株式会社製）、
アストラゾン（ダイスター社製）などを挙げることができる。
【００４２】
　上記の染色処理に使用する染色機としては、特に制限はなく、浸染、捺染のどちらでも
よいが、通常の液流染色機、ビーム染色機、パドル染色機などが生産性や均一染色の観点
から好ましい。染色温度は９０℃以上１２０℃以下の条件が染色堅牢度や染品位の観点か
ら好ましい。また、上記の丸編地は、ポリウレタン系弾性繊維のみからなるので、寸法安
定性に優れており、寸法変化率が小さく、皺の発生がないので、例えば染色処理等におけ
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るプレセット、ファイナルセットなど、熱セットを省略することが可能であり、また、表
面を平滑化するなどの理由から熱セットを施してもよいが、その場合の熱セット温度は１
５０℃以上１８０℃以下の加工条件が生地品位や寸法安定性の観点から好ましい。
【００４３】
　上記の丸編地は、優れた伸縮性と寸法安定性を備え、肌へのフィット性を備えており、
単独で或いは他の織物や編物と組み合わせて縫製などにより、レッグウエア、インナーウ
エア、スポーツウエア、水着などの伸縮性衣料や、滑り止めテープ、ウエストバント、下
着用テープなどの伸縮性衣料資材に好ましく用いられる。
【実施例】
【００４４】
　以下、実施例をあげて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明は以下の実施例によ
って限定されるものではない。
　なお各実施例の特性は、次の測定方法により測定した。
　(１)２００％伸長時の応力
　ＪＩＳ　Ｌ　１０１８に規定の定伸長法に準じ、試験幅２．５４ｃｍ、つかみ間の距離
１０ｃｍの試験片をウェール方向(タテ方向)とコース方向(ヨコ方向)とにそれぞれ３枚採
取し、自記装置付定速伸長形引張試験機を用いて引張速度１０ｃｍ／分にて２００％伸長
時の応力を測定し、ウェール方向とコース方向について、各々３枚の平均値を求めた。
【００４５】
　(２)寸法変化率
　ＪＩＳ　Ｌ　１０１８に規定の編地の寸法変化率を、Ｇ法(家庭用電気洗濯法)に準じて
測定した。このとき、約３０ｃｍ×３０ｃｍの試験片を２枚採取し、中央に約２０ｃｍ×
２０ｃｍの正方形を描いて測定面とした。また、乾燥はスクリーン乾燥により自然乾燥し
た。そして乾燥後、４時間以上標準状態の試験室に放置したのち、見掛けの寸法変化を測
定して、ウェール方向とコース方向の各３線の長さの平均値を求めた。
【００４６】
　(３)染色堅牢度
　洗濯に対する染色堅牢度はＪＩＳ　Ｌ　０８４４に規定するＡ２法に準じて測定した。
また汗に対する染色堅牢度はＪＩＳ　Ｌ　０８４８の規定に準じて測定した。さらに水に
対する染色堅牢度はＪＩＳ　Ｌ　０８４６の規定に準じて測定した。いずれの場合も、汚
染用添付布は、第１添付布をナイロンとし、第２添付布を綿とした。
【００４７】
　（実施例１）
　２２ゲージ、３３インチのダブル丸編機を用い、編組織が図１に示すモックミラノリブ
(通称ポンチ)組織の丸編地を編成した。４つの給糸口(F1～F4)には、全てポリウレタン系
弾性繊維(東レ・オペロンテックス株式会社製、商品名ライクラ　Ｔ９０９Ｂ)７８ｄｔｅ
ｘの糸条を供給し、ポリウレタン系弾性繊維のみからなる丸編地を得た。なおこのポリウ
レタン系弾性繊維は、ポリマージオールとジイソシアネートとの反応で得られたポリウレ
タンからなり、スルホン酸基を含む重合体を含有している。
【００４８】
　次に、この丸編地をカチオン染料(日本化薬株式会社製カチオン染料、商品名　カヤク
リル　ブラック　ＢＳ－ＥＤ)で染色した。染料の濃度は、染色する編地に対し２質量％
とし、液流染色機で１２０℃、３０分間染色した。次いで、通常のソーピングを行ない、
湯水洗したのち、１３０℃で乾燥し、１７０℃、１分で仕上げセットを行って実施例１の
丸編地とした。
【００４９】
　この実施例１の丸編地について各特性を測定したところ、２００％伸長時の応力はウェ
ール方向(タテ方向)が２８０ｃＮ、コース方向(ヨコ方向)が４９０ｃＮであり、寸法変化
率はウェール方向が－０．３％、コース方向が－０．１％であった。またこの実施例１の
丸編地は、ヒケやランの発生がなく、しかも仕上げセットしたものでありながら、優れた
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伸縮性と寸法安定性、肌へのフィット性を有していた。
【００５０】
　（実施例２）
　３６ゲージ、３４インチのダブル丸編機を用い、組織図が、図２に示すモックロディー
(通称ピケット)組織の丸編地を編成した。６つの給糸口(F1～F6)には、全てポリウレタン
系弾性繊維(東レ・オペロンテックス株式会社製、商品名ライクラ　Ｔ９０９Ｂ)４４ｄｔ
ｅｘの糸条を供給し、ポリウレタン系弾性繊維のみからなる丸編地を得た。
【００５１】
　次に、この丸編地を上記の実施例１と同じ染料で染色した。染料の濃度、使用した染色
機、染色温度、染色時間も実施例１と同じ条件とした。さらに実施例１と同様、通常のソ
ーピングを行ない、湯水洗したのち、同じ条件で乾燥と仕上げセットを行って実施例２の
丸編地とした。
【００５２】
　この実施例２の丸編地について各特性を測定したところ、２００％伸長時の応力は、ウ
ェール方向が２２０ｃＮ、コース方向が３５０ｃＮであり、寸法変化率はウェール方向が
－０．８％、コース方向が－０．５％であった。この実施例２の丸編地も、ヒケやランの
発生がなく、仕上げセットしたものでありながら優れた伸縮性と寸法安定性、肌へのフィ
ット性を有していた。
【００５３】
　（実施例３）
　実施例１と同様、２２ゲージ、３３インチのダブル丸編機を用い、編組織が図３に示す
スムース(通称インターロック)組織の丸編地を編成した。２つの給糸口(F1・F2)には、そ
れぞれ上記の実施例２と同じポリウレタン系弾性繊維４４ｄｔｅｘを供給し、ポリウレタ
ン系弾性繊維のみからなる丸編地を得た。
　次に、この丸編地を上記の実施例１と同じ染料と染色機を用い、同じ条件で染色し、同
じ条件でソーピングと湯水洗と乾燥を行ない、同じ条件で仕上げセットして、実施例３の
丸編地とした。
【００５４】
　この実施例３の丸編地について各特性を測定したところ、２００％伸長時の応力は、ウ
ェール方向が２２０ｃＮ、コース方向が１５０ｃＮであり、寸法変化率は、ウェール方向
が－０．６％、コース方向が－１．０％であり、優れた伸縮性と寸法安定性を備えていた
が、ヒケやランが多少発生し易く、生地品位がやや劣るものであった。
【００５５】
　次に、上記の実施例１～３について、染色堅牢度を測定した。その結果を図４の対比表
に示す。この測定結果から明らかなように、上記のポリウレタン系弾性繊維をカチオン染
料で染色した各実施例の丸編地は、いずれも変退色と汚染の両方で高い染色堅牢度を示し
ている。
【００５６】
　上記の実施形態で説明したポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地やその製造方法は、
本発明の技術的思想を具体化するために例示したものであり、ポリウレタン系弾性繊維の
材質や繊度、丸編機のゲージ数や口径、編組織、染料の種類や濃度、加熱条件などを、上
記の実施形態や実施例のものに限定するものではなく、本発明の特許請求の範囲内におい
て種々の変更を加え得るものである。
【００５７】
　例えば、上記の実施例では、編組織がモックミラノリブ、モックロディー、またはスム
ースである場合について説明したが、本発明の丸編地は他の編組織であってもよい。また
上記の実施例１や実施例２では、ダイアル針のみでニットされる編糸と、シリンダー針の
みでニットされる編糸との両方を用いた。しかし本発明では、「ヒケ」や「ラン」の発生
を低減させるために、ダイアル針のみでニットされる編糸と、シリンダー針のみでニット
される編糸との、いずれか一方を、ダイアル針とシリンダー針とで交互にニットされる編
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糸と組み合わせて用いたものであってもよい。
【００５８】
　また上記の実施例では、染料として日本化薬株式会社製の特定のカチオン染料を用いた
が、本発明では他のカチオン染料を用いても良く、或いは酸性染料や他の染料であっても
よい。
　なお上記の実施例では、いずれも編成後の丸編地を染色する場合に付いて説明したが、
本発明では編成する前のポリウレタン系弾性繊維の糸条を染色するものであってもよく、
さらには編成前と編成後の両方で染色してもよく、或いは、いずれの染色工程をも省略し
たものであってもよい。
【００５９】
　また上記の実施例では、いずれも染色処理後に仕上げセットを施したが、本発明では染
色処理前に行うプレセットと併用したり、プレセットのみを施しても良い。しかし、本発
明のポリウレタン系弾性繊維のみからなる丸編地は、寸法安定性に優れているため、皺の
発生がないことから、これらの熱セットは省略してもよく、この場合はウレタン繊維の熱
による脆化がないので、一層優れた伸縮性を発揮できる利点がある。
【００６０】
　本発明のポリウレタン系弾性繊維は、上記の実施例で用いた東レ・オペロンテックス株
式会社製、商品名ライクラ　Ｔ９０９Ｂとは異なるポリウレタン系弾性繊維であってもよ
く、７８ｄｔｅｘや４４ｄｔｅｘ以外の繊度の糸条を用いてもよいことは、いうまでもな
い。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明によって得られるポリウレタン系弾性繊維からなる丸編地は、優れた伸縮性と寸
法安定性、肌へのフィット性を有することから、レッグウエア、インナーウエア、スポー
ツウエア、水着などの伸縮性衣料や、滑り止めテープ、ウエストバント、下着用テープな
どの伸縮性衣料資材に、特に好適に用いられるが、他の伸縮性衣料や衣料以外の伸縮性素
材としても好適に用いられる。
【符号の説明】
【００６２】
　11～16…編糸
　Ｃ…シリンダー針
　Ｄ…ダイアル針
　F1～F6…編機の給糸口
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